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論 文 内 容 の 要 旨
本論文の構成は次の如 くである。
1.公 案 小 説
2.公 案小説の系譜
3.龍 図 公 案
4.「 龍図公案」百則
5.「 龍図公案」の研究





11.明 鏡 公 案
12.詳 情 公 案





















公案小説がジャンルの一として認められたのはそ う古いことではない。魯迅 も孫楷第 も小説 と認め
ることに躊躇 し、たんに公案 とよんでいる。たしかに魯迅 もい うように、俗字や俗語を多用 し、文
意の通 りに くい稚拙な文体で、小説 とはいいかね る体裁をもつ小説である。 ことに 「龍図公案」以
外はほとんどが狐本あるいは牢本であるか ら、小説研究がさかんにおこなわれるようになっても、
なお研究対象として取 り上げた く・い事情 もあった。
そ うではあれ、中国の当時の庶民の生活実態を うかが うことのできる貴重な資料価値を もつもの
であ り、 しかも犯罪とい う人間の裏面の暗い出来事を素材 とするか ら、人間のマイナス面を知 りう
るし、裁判や裁判官の実態やそれ らに対する民衆の願望も、また当時の社会相を考察する手がか り





梁録」「古杭夢遊録」などの小説の項 目の下に"説 公案"と 見えること、「酔翁談録」小説開關の項
に"公 案"と 見えること、「清平山堂話本」におさめらμる 「簡帖和尚」の副題に"公 案伝奇"と
記されることなξによって小説ζかかわって用いられていることが知 られるからである。この公案
文47
には孟姜女や水溜伝の故事 もふ くまれるか ら、すべてが犯罪 ・裁判にかかわるものではなく、ひろ
く用いられていることがわかる。
中国の文学において、犯罪 ・裁判が どのように記されるかを見ると、まず 「詩経」 国風 召南
甘業、行露、小雅 節南山之什 小苑、大雅 蕩之什 蕩にすでに裁判がおこなわれ、 よるべき法




















































と系統を異に して発展 したものに 「三侠五義」がある(後 に清代の公案小説の章でふれる)。わが
国への影響については麻生磯次氏の論考があるが、氏の指摘のほかに.「板倉政要」「本朝桜陰比事」
にその影響を見出す事ができる。また、オランダの駐 日大使であったグーリツク氏の10篇 の推理小
説 も 「龍図公案」など公案小説 とかかわ りをもつ。版本については二系統、すなわち繁本(100則
本)と 簡本(66則 本)と がある。まず繁本が成立 し、そのダイジェス ト版として簡本がおこなわれ
たのであろう。また、繁本には有注本と無注本 とがあるが、説話の配列や文章表現などから、無注
本がさきに成立 したであろうと考える(な お多少の問題を残す。後 日の課題のひ とつである)。 ま
た、繁本系統に属するが、「包公案」 と題する六巻本、天啓間刊行と見られる明刊本もある。また、
「繍像龍図公案」(翠 本中国通俗小説叢刊)、 最近出版された 「包公案」(伝 統戯曲、抽 芸研究参考










3、 花登正宏 「明代通俗小説 「律条公案」の音注について」(「均社論叢」十所収)
4、 池田正子 「「龍図公案」類話考」(「中国文学研究」第四期所収)
1は 、公案小説の演変について概観 した労作である。近年最大の成果 と評価されるが、公案小説の
筋立ては多 く虚構であるとい うこと、「清官」に対する賞賛が人民に大きな害毒を与えたと述べら
れることに対 し、必ず しもそ ういいきれないのではないか、とい う疑義を提出した。
2は 、明代十種の公案小説の版本の系統について、祖本、次祖本の存在を仮設 し、系譜A、Bを 考
定された注 目すべき論文であるが、その仮設、また 「更改」の問題について疑問を申述べた。また、
拙稿 「「律条公案」について」の反論に対 し、それに答える形で、その説ににわかに賛成 しかねる
旨をのべた。
3は 、「律条公案」の音注を分析 して、それが臨川音系にきわめて類似することを指摘 され、 さら
に海若湯とは湯顕祖のことであるとする。 この指摘により拙稿 「「律条公案」について」における
音系についての推定は修正されねばならぬことを申述べた。
4は 、「倫鮭」の原拠が 「夷堅志」の王武功妻であること、漏夢龍がそれを 「情史類略」に再録 し、
新しい解釈を加えて 「金山僧恵明」と 「鉛山婦」を創作 した。そこに女たちのひそかな、 しか し強






第1回 より第100回 までのあらす じを紹介する。「龍図公案」とプロットを同じくするものについて
はあらす じは省略する。87回 「包龍図断歪烏盆伝」と 「龍図公案」烏盆子、及び 「明成化説唱詞話











一般的な事件として整理 しなおしたことを思わせる。また 「廉明公案」 ときわめて親密な関係にあ
ること、 しかし細部においてはなお異同の多いことが知られる。記述の内容についセは、たとえば
解決の手 口については 「龍図公案」と同様な指摘ができる。 しかしその一方で、原告 と被告の双方












類103則 をおさめる。内容を検討 し、「龍図公案」 と比較するとき、「龍図公案」がより口語的な叙
述をな し、擬話本に近づ こうとす る意図が くみとられる。また、「酔翁談録」に見られる故事を原
拠 とす るのが見 られること㍉つま り前代の裁判小説がとりこまれることが注意される。また、物語
の体裁をとらず、訴、批、あるいは訴、審、あるいは訴、訴、審どい う順の訴状と判決文のみの叙
述が57則 、つまり過半数をしめることはこの書のきわだつ特色となしうる。・も「とより一方に物語体





























れるもので、それぞれ22則 、29則 、39則 をおさめるが、共通するものを除 くと47則となる。三本を
補いあえぽ六巻本が想定され、完:本であろうと考えるのは容易であるが、しかし速断は許されない。
断定の根拠を把捉 しにくいからである。内容上、「律条公案」と同 じプロットをもつ説話が26則 の
多きをかぞえることも、この書の性格を考定するうえで大切である。また注(音 注でない)が 付さ
れることく しか もことさらに必要と思われない語にも付してあることは、この注記なしには意味を






ち31則が 「律条公案」 とプロットが同 じい(う ち1則 は存目。題 名がほとんど出入がないからプロ





ら 「詳刑公案」が先に成立 し、のち 「律条公案」が編まれた と推定される。「詳情公案」とは31則
が共通 し、そ'のうち 「律条公案」とも共通するのが27則 で、三者の緊密なかかわ りが知 られる。「詳
情公案」は門によって分類するが、「詳刑公案」は類をもってする。そ して配列は整然 と対比され
る。さらに 「皇明諸司公案」「明鏡公案」「龍図公案」などと共通する説話について考えると、「詳
刑公案」が 「詳情公案」に先んじて成立 した可能性が うかがえる。叙述について比較すると、もっ
とも整理されてあるのは 「律条公案」であ り、「詳刑公案」「詳情公案」が 「律条公案」に説話を提
供 したであろ う。興味を引くことは最初は忠実に転記 されるが、まもなく刷除されることが多 くな
ってゆ くことである6筆 録者の心理がよく反映されているといえはしまいか。
i、 海公案(十 四章)
四巻71回 。北京図書館および東大東洋文化研究所に所蔵 される。ここでは東大本をテクス トにす
る。海公とは海瑞のことで実在の人物、「明史」226に 伝が見える。古道を理想とし、専ら心を利民
においた無偏無蕪の人物であった。かかる人物によせられた裁判説話を一書に編んだのが 「海公案」
である。叙述についてみると、第1回 より第6回 までと第7回 以降とはあきらかに異なる。第!回
はまず事件の要旨が述べられるが、当事者の名は明らかにされない。ついで原告 と被告の告訴状が
記されるが、この間の脈絡についてはなんの説明もされない。最後に海公判 とする判決においてよ
うや く最初の事件とのかかわ りが明らかにされる。冒頭の記述はいささか唐突であ り、特異な叙述
形式であることが注意される。第2回 もまず事件が述べられるが人名は記されず乱ついで告訴状、
ここでは じめて被害者である婦人の名が明らかにされる。つづいて訴、海公判とあり、その判決文
において加害者である僧の名が知 られる。第3回 は二つの事件、すなわち姦通 ・自経と強姦 ・流産
にかかわる事件が併記されるが、 しか し両者の間に直接の関わ りはない。第4・5・6回 も同様に
二件を併記する。すべて海公判でしめくくるが、このような叙述形式は他の公案小説には見られな
いことである。第7回 以下は一件の記述 となる。「龍図公案」の記述とまった く異なることはい う
までもない。「皇明諸司公案」「明鏡公案」「廉明公案」などの記述と比較すれば、事件の内容は共
通するものの、人名 ・地名はかな り出入が見られる。 この書は訴状 と判決文に重点がおかれる叙述
であることは 「廉明公案」の一様式と同様で、他の公案小説 と性格を異にするといえる。
以上、明代におこなわれた九種の公案小説について概観 した。
結論 明代公案小説の内容 と成立(十 五章)
まず、内容についてみると、「皇明条法事類纂」や 「識獄稿」にみえる、 とくに人目を引きそ う
な犯罪、たとえぽ三犯や私鋳などは公案小説において取 りあげられない。つまり、公案小説は当代







記類、元雑劇、説唱詞話な どにとる。こうみると、馬幼垣の説の如 く、祖本の存在を仮設 して成立
を考えることはいかがであろう。むしろ先行する諸書(こ れを祖本と称するのなら別であるが)か




じくするものを除くとほぼ350余 則となる。 うち、あきらかに誤判 と思われるのはのべ100則 余 り、
重複するのを除くとおよそ61則 とな り、ほぼ二割近 くを しめることがまず注意 される。誤判は現実
にあったが、公案小説においては裁判官に対する戒めとして記される。それはとくに按語などに う




僧尼に関す る説話は僧尼が加害老であるぼか りでなく、被害者である場合をふ くめ、一割強を占
めることがまず注意 される。姦情 ・殺人に関する犯罪がもっとも多 く、ついて拐帯、物欲、謀叛な
どにかかわるものである。注意されるのに子孫堂の話がある(「律条公案」「廉明公案」に見える)。
これは 「醒世恒言」39注 大サ火焚宝蓮寺 とプロットを同 じくする。「三言」とのかかわ りを示唆す
るもので詳細に吟味されるべきである。 また、度牒にまつわる事件も記されるし、俗諺、署辞など
から当時の僧侶(な ぜか尼にかかわる説話は見えない)に 対する民衆の考え方もうかがえるし、寺





ほか 「武王伐紺平話」「三夢記」「三言二拍」などとのかかわ りが見られるが、西鶴は素材をそれ ら
にか りつつも、必ずしもそれにはとらわれず、自由に創見を加えていることが見てとれる。 また、





清代の公案小説は 「施公案」「彰公案」 と 「三侠五義」「龍図耳録」に代表 される。それ らについ
ては胡士螢の 「話本小説概論」によりつつあらましをのべ、いささか補足 として、説書人である石
玉毘のことにふれ、また 「三侠五義」が侠義小説 としてす ぐれたものであることについて述べた。
魯迅も指摘するように情景の描写などにおいて評話のスタイルを保 ってお り、流暢で躍動的な言葉
づかいが特徴としてあげられる。俗語の巧みないいまわしで人物の特徴を浮 きぽ りにし、 また心理
描写にもす ぐれる。しかし反面、構成は単純で粗雑、思想性 もとおく 「水潜伝」に及ぼぬ と指摘さ
れる。包公の形骸化、女性蔑視など、作者の思想の欠陥とされるb
この 「三侠五義」を改変して 「七侠五義」としたのが考証学者愈櫨で、史実にあわぬことは文献




公案侠義小説は清代にはかな り多 く刊行されたが、見るべきものはない。 しかしながらなぜ大衆
に受けたか という社会意義をたずねることは大切であると、澤田瑞穂先生は指摘 され る。
以上の公案侠義小説とは別に公案とい う文字を付 した記録に 「鹿州公案」がある。事実あった二
十四の事件を記 したもので十八世紀初頭の地方の実態を知 りうる貴重な資料であ り、参考 とされる。
以上が本論文の要旨である。










ついての研究は管見の限 り、 じつに蓼々たるもので、「百家公案」および 「律条公案」に関するわ
ずか数篇にすぎない。このような現状では従来の不当な評価に対する反論はおろか、公案小説が再
評価され、中国小説史上、一 ジャンルとしてさらにひろく認められ、その地歩を確立することなど









論 文 審 査 結 果 の 要 旨
公案 とは 「公府の案憤」、すなわち公文書のことであ り、特に裁判の判決文を指すことが多く、
公案小説 とは裁判を主軸 とする小説をいう。中国では裁判の記録、すなわち犯罪事件や訴訟の発端
から判決に至るまでの経緯をしるした一種の判例集が早 くから編集出版されてお り、それらはやが




り物が読み物に進化 したもの)の あ とを承ける短篇小説が流行するが、その中の一種 として、r某
々公案」と題する裁判物の短篇小説集がしきりに刊行される。一般に明代の短篇小説は、清朝の間
にほとんど顧みられな くなるが、今世紀に入弓て、いわゆる 「三言二拍(喩 世明言、警世通言、醒
世恒言および初刻、二刻拍案驚奇)」 などが小説史研究の中で大きく採 り上げ られる。 しか し公案
小説についてはほとんど注目され・ることなく、たとえば魯迅の 「中国小説史略」などでも、比較的
よく知られた 「龍図公案」についてのみ、数行の記述があるにすぎない。とい うのも、これ らの公
案小説は、おそらく判例集的性格を脱 し切れなかったために、文学 としての成熟度において 「三言





















の特色などが論 じられ、《四、「龍図公案」100則 》はいわゆる繁本100則 の説話の紹介、《五、「龍図
公案」の研究》は近年発表 された研究の紹介 と批判である。「龍図公案」は明代公案小説の代表 と
されるだけに従来も論考は少なくないが、これだけ詳細かつ包括的に検討を加えたものは見出 し難






案、明鏡公案、詳情公案、詳刑公案、海公案)が ひとつずつ採 り上げられる。 これらの小説集は、
現在ではみな稀襯の書となっているので、まず書誌学的な調査報告にかな り力点がおかれるのは当
然である。但 し若干の問題点を指摘 しておくならぽ、汎称的な書名と特定のテクス トの全名の使い








して考察 したもの、《十七、「本朝桜陰比事」 と中国の公案小説》は西鶴の 「本朝桜陰比事」の素材











研究にひとつの基盤を提供する最初の総合的研究 として高 く評価されるべきであ り、近年の学界の
趨勢と相応じて、今後の研究の発展に貢献するところ少なからぬものがあるに違いない。
よって本論文の著者は、文学博士の学位を受けるに充分な資格を有するものと認定する。
文58
